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ブラジル 

アマパ・イニシアティブ 

現地からのお便り（2023 年 7月～2024年 6 月） 

2024年 8 月 

コンサベーション・インターナショナル 

 

 

ブラジルにおける「空気をはぐくむ森」プロジェクトは、アマパ国有林とアマパ州有林、2

つの保護地域の保全を目的として、2014 年から活動を行っています。主な対象は保護地域

の内外に暮らすコミュニティで、人々の生活向上が森林生態系の保全と両立するために、コ

ミュニティ組織の強化、保全に向けたコミュニケーション戦略、コミュニティによる木材お

よび非木材産品を活用した活動の支援を行ってきました。 

 

これまでの活動では、木材の持続的な管理、アンディローバ（オイルを抽出し化粧品などに

活用）、コパイバ（オイルを抽出し化粧品などに活用）、レジン（天然樹脂）、ファーベ

（豆）などの非木材産品の採取から製造に至る一連の活動支援、アグロエコロジーと呼ばれ

る自然に優しい農法の導入などを行い、活動を通じてコミュニティ組織の能力強化にも取り

組みました。2014年から 2017年にかけてプロジェクトが開発した研修コースは計 27に達し

ます。 

 

また、これまでのプロジェクトの成果は、「持続可能でレジリエントなタパジョス 1」「低

炭素社会の構築と活用 2」「アマパ基金」など新しい活動に繋がっています。 

 

2018 年からアマゾン基金からの資金で始まった「持続可能でレジリエントなタパジョス」

は、「空気をはぐくむ森」プロジェクトと同様に、コミュニティ組織の強化を通じた持続可

能な林業と非木材林産物生産する取り組みで、パラ州西部の３つの保護林 Tapajós, Trairão 

and Itaituba I、を対象に実施しています。 

 

「低炭素社会の構築と活用」は、2022 年 6 月より GCF-TF（州知事気候と森林のタスクフォ

ース）の資金により始まりました。プロジェクトの主な目的は、アマパ州の保全の取り組み

が REDD+ Environmental Excellence Standardの基準を満たすことと、国際的な官民連携型

の熱帯雨林保護イニシアチブ LEAF3 の枠組みを有効活用することです。 

 

また、「アマパ基金」はアマパ州の保護区と先住民族の土地の統合的管理を支援することを

目的として、2022 年に CI と GCF（緑の気候基金）が設立し、これまでにバイオ化粧品やブ

ラジリアンナッツのサプライチェーン開発などの支援を Iratapuru 地域で実施してきました。

アマパ基金の規模は約 300 万ドル（約 4.3 億円）で、毎年州内の新しいプロジェクトの支援

に使われていく予定です。 

 

 

 

 
1 タパジョスはアマゾン川の支流の 1つ 
2 “Unlocking and Leveraging Low-Emission Development” project 
3 2021 年 4月、気候リーダーズ・サミットの中で発足した、官民連携型の熱帯雨林保護イ

ニシアチブ「Lowering Emissions by Accelerating Forest Finance （LEAF） 
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昨年度（2023年 7月～2024年 6 月）の活動 

 

昨年度は森の種子協会（Association Sementeiras Araguari）の活動を重点的に行いました。 

 

現在森の種子協会の活動は、Iepé（先住民族調査研究所）、ブラジル農牧研究公社

（Embrapa）、アマパ州研究所（IEPA）、マミラウラ持続可能な開発研究所、アマパ基金と

のパートナーシップによって実施されています。 

 

 

森の種子協会の活動 

 

昨年度の森の種子協会の活動は、非木材生産物、特にバイオ化粧品関連の活動を中心に行わ

れました。活動では、バイオ化粧品の商品価値を高め、ビジネスとしての可能性を広げるこ

とを目的に、各種研修、物産フェアやイベントへの参加など、生産から流通まで広く取り組

みました。 

 

2022 年に設立した森の種子協会の事務所は、協会の活動のほか、コミュニティの集会所、

持続的な森林管理など各種研修の実施拠点として幅広く活用されています。 

 

森の種子協会の事務所でワークショップが開催（© Arlete Pantoja） 
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また、2024年 3月には現地パートナーと協力して、バナナ繊維を使ったハンディクラフトの

研修が実施されました。バナナ繊維は今後バイオ化粧品の持続的なパッケージとしても応用

予定で、森の種子協会から 15名のメンバーが参加しました。 
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バナナ繊維を用いたハンディクラフト研修の様子（© Arlete Pantoja） 

 

インターネットの普及 

 

昨年度の大きな出来事として、政府の「全ての人にインターネットを（Internet For All）」

プログラムの下、インターネット回線が一部の地域に導入されたことです。また、政府とは

別に、アマパ州研究所（IEPA）の協力で、森の種子協会の事務所にインターネットアクセス

ポイントが設置され、ここを拠点に周辺コミュニティがインターネットを活用できるように

なりました。インターネットを通じて政府の政策や各種情報を入手することが出来るため、

特に森の種子協会においては組織強化の観点で恩恵が大きいです。 

 

活動の振り返り 

 

アマゾン地域の森林保全活動において、人々の代替収入手段としてのコミュニティビジネス

の存在は重要です。しかし地域ではこれまで、メンバー間の対立や立場を利用した不正など

が残念ながら発生し、持続的な発展のためには長期的に活動支援およびモニタリングを行う

ことが必要です。 

 

2024 年後半から、緑の環境基金（GCF）プログラムで、非木材生産のバリューチェーンを強

化する新しいプロジェクが 2 つ、アマパ州研究所（IEPA）先住民族調査研究所（Iepé）と連

携のもと始まります。この新しいプロジェクトで、ダイキンプロジェクトの成果をより持続

発展する形に繋げて行く予定です。 
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バイオ化粧品のサンプル © Conservation 

International 

コパイバオイルを使った石鹸 © 

Conservation International 

  

  

アンディローバオイルを使った石鹸 © 

Conservation International 

アマゾン自生植物の Breu Brancoから作っ

た石鹸 © Conservation International 

 


